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日本ユニシス 
地域金融機関におけるフロントチャネル系システム分野の販売力を強化・拡大 

－ 山梨中央銀行の全店タブレット端末導入を支援 － 
 

日本ユニシス株式会社（本社：東京都江東区、社長：黒川 茂、以下 日本ユニシス）は、株式会社山梨中央銀

行（本店：山梨県甲府市、頭取：進藤 中 氏、以下 山梨中央銀行）におけるタブレット端末全店展開の実績を受け、

従来強みをもつ地域金融機関のバックシステム構築に加え、フロントチャネル系システム分野での販売を強化し

ます。当社ユーザーはもとより、他社ユーザーである地域金融機関からの受注を目指します。 
 
地域金融機関においては、リテール分野を中心とした提案力、相談対応力強化、および売買成約時の事務合

理化が喫緊の課題となっています。店舗ロビーから店外まで広域で活用できるタブレット端末の導入、または導

入を検討している進歩的な地域金融機関が増えています。 
 
日本ユニシスは山梨中央銀行に対し全営業店でのタブレット端末導入を提案、4ヶ月という短期間で当社のス

マートデバイスソリューション「BankersSuiteⓇ（注）」を基に利用基盤を構築し、同行の金融商品などのセールス体制

強化を全面的に支援しました。タブレット端末導入による山梨中央銀行での導入効果は以下の通りです。 
 

■提案力の強化 
銀行のお客さまのニーズに合致した情報、商品、サービスを適時・適切、かつ分かりやすく提供することに

より、行員の営業手法のレベルアップが図られた。 
■情報武装化 

店外でも店内と同様、行内システムに対しセキュアにアクセスすることが可能になり、お客さまの様々なニ

ーズに対して臨機応変な対応が可能となった。 
■事務フローの改善 

金融商品販売について事務フローの改善が図られ、効率的な活動が可能となり、渉外時間が拡大した。 
 
山梨中央銀行では現在250台のタブレット端末を導入していますが、今年度から来年度にかけて、さら

なる増設計画を持っています。日本ユニシスは同行が推進する ICT 化を全面的にサポートしていきます。 
さらに今後、日本ユニシスは山梨中央銀行のタブレット端末導入で培った実績をもとに、バックシステ

ムとフロントチャネル系システムの連携強化を図り、地域金融機関へのサービス提供を強化していきます。 
 

以  上 
 
注：スマートデバイスソリューション「BankersSuite」 

セールス活動における「訪問計画の最適化」、「セールス時間の最大化」、「セールス内容の高品質

化」の実現に必要な各種アプリをスマートデバイス上で活用可能とする「セキュアかつシンプルな

スマートデバイス利用基盤」ソリューション。スマートデバイスからグループウェア、社内ポータ

ル、Web アクセスなど様々な業務システムに対しセキュアにアクセスするゲートウェイサービスや、

セールス活動に必要な多種多様な商品カタログを配信するサービスなどを提供します。 
 
※BankersSuiteは、日本ユニシス株式会社の登録商標です。 
※その他記載の会社名、商品名およびシステム名は、各社の商標または登録商標です。 
 
 
※掲載のニュースリリース情報は、発表日現在のものです。その後予告なしに変更される場合がありますので、

あらかじめご了承ください。 
 


